
(57)【要約】

【課題】エンジンの爆発による鼓動排気音をエンジン性

能を低下させることなく聴覚的に心地良いいい音質とし

た自動二輪車用エンジンのマフラ構造に関する。

【解決手段】マフラ内を挿入管を支持した複数の隔壁で

仕切り、これら挿入管のすくなくとも最下流の挿入管を

車両平面視車体中心線に向かうよう傾斜させて固定し更

に各挿入管とエキゾーストパイプの断面積の大きさを、

マフラとの接続部、上流挿入管の前端、下流挿入管の前

端、の順序で即ち下流に行くに従い小さくなるようにし

かも各開口断面を投影的に一部オーバーラップさせ、且

つマフラ外筒に後方に延長部を形成し、この延長部と最

後部の隔壁後面部との間に大気開放の空間を構成したも

のである。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筒 状 マ フ ラ を 車 両 側 面 に 略 並 行 に 配 置 し 、 車 両 前 方 に 搭 載 し た エ ン ジ ン の 排 気 口 か ら 排 出
さ れ た 排 気 ガ ス を 、 該 筒 状 マ フ ラ 内 で 適 宜 間 隔 を 置 い て 固 定 さ れ た 複 数 の 隔 壁 と 、 隔 壁 に
支 持 さ れ た 複 数 の 挿 入 管 に よ っ て 排 気 音 を 消 音 す る 自 動 二 輪 車 用 エ ン ジ ン の マ フ ラ 構 造 に
お い て 、 該 筒 状 マ フ ラ 内 に 固 定 し た 少 な く と も ２ つ の 隔 壁 の そ れ ぞ れ に 一 定 長 さ の 管 状 挿
入 管 を 支 持 さ せ る と と も に 上 流 側 挿 入 管 後 端 の 横 断 面 積 を 下 流 側 挿 入 管 前 端 の 横 断 面 積 よ
り 大 き く 設 定 し 、 且 つ 上 流 側 挿 入 管 後 端 の 投 影 断 面 積 と 下 流 側 挿 入 管 前 端 の 投 影 断 面 積 と
を 投 影 断 面 に お い て 一 部 を オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ 、 更 に マ フ ラ 前 端 に 装 着 し た エ キ ゾ ー ス ト
パ イ プ の 横 断 面 積 を 最 上 流 挿 入 管 の 前 端 の 横 断 面 積 よ り 大 き く 設 定 し 且 つ エ キ ゾ ー ス ト パ
イ プ の 投 影 断 面 積 と 最 上 流 挿 入 管 前 端 の 投 影 断 面 積 と を 投 影 断 面 に お い て 一 部 を オ ー バ ー
ラ ッ プ さ せ る と と も に 、 少 な く と も 最 後 部 の 挿 入 管 の 軸 心 を 、 車 両 平 面 視 に お い て 車 体 中
心 線 に 対 し て 後 方 内 側 に 少 し の 角 度 で 傾 斜 さ せ て 固 定 し 、 更 に 又 該 筒 状 マ フ ラ 内 に 固 定 し
た 隔 壁 の う ち 最 後 部 の 隔 壁 よ り も 後 方 の マ フ ラ 外 筒 に 後 方 に 適 宜 長 さ に 亘 っ て 延 び た 延 長
部 を 形 成 し 、 こ の 延 長 部 と 該 最 後 部 の 隔 壁 後 面 部 と の 間 に 大 気 開 放 の 空 間 を 設 け た こ と を
特 徴 と す る 自 動 二 輪 車 用 エ ン ジ ン の マ フ ラ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
最 後 部 の 挿 入 管 の 大 気 開 放 後 端 の 横 断 面 積 を 同 管 の 前 端 の 横 断 面 積 よ り 大 き く な る よ う に
末 広 が り 状 に 形 成 し 、 且 つ そ の 挿 入 管 の 一 部 に 低 周 波 域 の 消 音 に 効 果 の あ る 共 鳴 構 造 と し
て の 挿 入 管 壁 を 貫 通 す る 複 数 の 小 さ な 穴 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 二
輪 車 用 エ ン ジ ン の マ フ ラ 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 自 動 二 輪 車 に 搭 載 し た エ ン ジ ン か ら 排 出 さ れ る 排 気
ガ ス の 排 気 音 を 規 制 値 に 適 正 維 持 さ せ る と と も に 排 気 サ ウ ン ド と し て 所 謂 「 い い 音 」 、 「
心 地 よ い 音 」 を 得 る 事 の 出 来 た マ フ ラ 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 従 来 の 自 動 二 輪 車 用 の マ フ ラ 構 造 と し て は 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ９ ２ ３
１ 号 公 報 で 知 ら れ て い る よ う に 、 筒 状 マ フ ラ 内 を 複 数 の 隔 壁 で 複 数 の 消 音 室 に 仕 切 り そ れ
ら 消 音 室 内 を 適 宜 ３ 本 以 上 の 並 列 し た 複 数 の 挿 入 管 で 連 結 し て 音 圧 レ ベ ル を 下 げ て 排 気 音
を 消 音 し て い た 。 又 特 開 平 ７ － ２ ５ ３ ０ １ ７ 号 公 報 で 知 ら れ て い る よ う に 筒 状 マ フ ラ 内 を
複 数 の 隔 壁 で 複 数 の 消 音 室 に 仕 切 り 、 各 隔 壁 に そ れ ぞ れ 挿 入 管 を 軸 方 向 に 直 列 に 配 置 固 定
し 、 し か も 最 下 流 の 挿 入 管 の 軸 心 を 車 体 外 方 に 傾 斜 さ せ た 自 動 二 輪 車 の マ フ ラ 構 造 も 知 ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 上 記 従 来 例 の 前 者 の よ う に ３ 本 以 上 の 複 数 の 挿 入 管 を 軸
方 向 で 並 列 オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ る こ と に よ っ て 排 気 ガ ス を 膨 張 収 縮 さ せ こ の 繰 り 返 し で 音
圧 レ ベ ル を 下 げ 効 果 的 に 消 音 し て い た 。 し か し 排 気 ガ ス は 紆 余 曲 折 し て 流 れ る の で そ の 分
排 気 抵 抗 と な り エ ン ジ ン 性 能 は 十 二 分 発 揮 さ れ な い 懸 念 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】 又 上 記 従 来 例 の 後 者 の よ う に 直 列 に 配 置 さ れ た ２ 本 の 挿 入 管 を 備 え た マ フ ラ
構 造 で は 排 気 ガ ス の 排 気 抵 抗 は 少 な く エ ン ジ ン 性 能 上 で は 有 利 で あ る が 、 隔 壁 に 排 気 ガ ス
流 が 断 続 的 に 衝 突 し 運 転 者 に と っ て 不 快 な 「 叩 き 音 」 が 発 生 し 、 し か も 最 後 尾 の 挿 入 管 の
軸 心 を 車 体 外 方 に 向 け て い た の で 周 り の 人 に は 音 圧 レ ベ ル が 高 く 排 気 騒 音 と し て 伝 わ っ て
い た 。 ま た 排 気 音 も 規 制 値 を ク リ ア す る た め だ け の 画 一 的 な 音 に 制 限 さ れ て い て ユ ー ザ が
エ ン ジ ン 排 気 音 を サ ウ ン ド と し て 人 間 の 聴 覚 に 心 地 よ い あ る い は い い 音 と し て 表 現 で き る
マ フ ラ と し て は 十 二 分 機 能 し て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】 即 ち 、 一 般 に エ ン ジ ン の 爆 発 に よ る 鼓 動 、 サ ウ ン ド は 排 気 ガ ス 流 れ の 一 部 ま
た は 全 部 が 紆 余 曲 折 せ ず に 直 線 的 に 後 方 に 流 れ る こ と に 因 っ て 強 力 に 発 生 す る 。 例 え ば 消
音 装 置 が 内 蔵 さ れ て い な い 直 管 は 充 分 な 鼓 動 感 は あ る が 音 圧 レ ベ ル が 高 く 騒 音 規 制 値 を 満
足 す る 事 は で き な い 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】 そ こ で 本 発 明 は 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め の も の で 、 自 動 二 輪 車 用 エ
ン ジ ン の マ フ ラ 構 造 に お い て 、 エ ン ジ ン 性 能 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 し か も 排 気 騒 音 規 制
値 を 満 足 さ せ 且 つ 人 間 の 聴 覚 に 心 地 よ い あ る い は い い 音 と し て の 排 気 鼓 動 音 を 作 り 出 す マ
フ ラ 構 造 を 得 た も の で し か も コ ス ト ダ ウ ン に も 貢 献 す る こ と を も 目 的 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の マ フ ラ 構 造 は 、 筒 状 マ フ ラ を 車 両
側 面 に 略 並 行 に 配 置 し 、 車 両 前 方 に 搭 載 し た エ ン ジ ン の 排 気 口 か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス を
、 該 筒 状 マ フ ラ 内 で 適 宜 間 隔 を 置 い て 固 定 さ れ た 複 数 の 隔 壁 と 、 隔 壁 に 支 持 さ れ た 複 数 の
挿 入 管 に よ っ て 排 気 音 を 消 音 す る 自 動 二 輪 車 用 エ ン ジ ン の マ フ ラ 構 造 に お い て 、 該 筒 状 マ
フ ラ 内 に 固 定 し た 少 な く と も ２ つ の 隔 壁 の そ れ ぞ れ に 一 定 長 さ の 管 状 挿 入 管 を 支 持 さ せ る
と と も に 上 流 側 挿 入 管 後 端 の 横 断 面 積 を 下 流 側 挿 入 管 前 端 の 横 断 面 積 よ り 大 き く 設 定 し 、
且 つ 上 流 側 挿 入 管 後 端 の 投 影 断 面 積 と 下 流 側 挿 入 管 前 端 の 投 影 断 面 積 と を 投 影 断 面 に お い
て 一 部 を オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ 、 更 に マ フ ラ 前 端 に 装 着 し た エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ の 横 断 面 積
を 最 上 流 挿 入 管 の 前 端 の 横 断 面 積 よ り 大 き く 設 定 し 且 つ エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ の 投 影 断 面 積
と 最 上 流 挿 入 管 前 端 の 投 影 断 面 積 と を 投 影 断 面 に お い て 一 部 を オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ る と と
も に 、 少 な く と も 最 後 部 の 挿 入 管 の 軸 心 を 、 車 両 平 面 視 に お い て 車 体 中 心 線 に 対 し て 後 方
内 側 に 少 し の 角 度 で 傾 斜 さ せ て 固 定 し 、 更 に 又 該 筒 状 マ フ ラ 内 に 固 定 し た 隔 壁 の う ち 最 後
部 の 隔 壁 よ り も 後 方 の マ フ ラ 外 筒 に 後 方 に 適 宜 長 さ に 亘 っ て 延 び た 延 長 部 を 形 成 し 、 こ の
延 長 部 と 該 最 後 部 の 隔 壁 後 面 部 と の 間 に 大 気 開 放 の 空 間 を 設 け た も の 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の マ フ ラ 構 造 は 、 最 後 部 の 挿 入 管 の 大 気 開 放 後 端 の 横
断 面 積 を 同 管 の 前 端 の 横 断 面 積 よ り 大 き く な る よ う に 末 広 が り 状 に 形 成 し 、 且 つ そ の 挿 入
管 の 一 部 に 低 周 波 域 の 消 音 に 効 果 の あ る 共 鳴 構 造 と し て の 挿 入 管 壁 を 貫 通 す る 複 数 の 小 さ
な 穴 を 設 け た も の 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 本 発 明 を 以 下 図 に つ い て 説 明 す る 。 図 は 何 れ も 本 発 明 を 示 す も の で
、 図 １ は 本 発 明 の マ フ ラ 構 造 を 採 用 し た 自 動 二 輪 車 の 全 体 概 略 側 面 図 、 図 ２ 乃 至 図 ４ は そ
れ ぞ れ 本 件 発 明 の 実 施 例 を 表 す も の で 図 ２ は 車 両 平 面 視 に お け る 要 部 水 平 縦 断 面 図 、 図 ３
は 図 ２ の Ａ － Ａ 線 垂 直 縦 断 面 図 、 図 ４ は 概 略 投 影 図 で 、 （ ａ ） は 挿 入 管 同 士 の 横 断 面 概 略
投 影 図 を 表 し 、 （ ｂ ） は 挿 入 管 と エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ の 横 断 面 概 略 投 影 図 を 表 す 、 図 ５ は
他 の 変 形 例 を 表 す 要 部 水 平 縦 断 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】 図 １ に お い て 、 １ は 自 動 二 輪 車 の 車 体 に 搭 載 さ れ た エ ン ジ ン を 示 し 、 こ の エ
ン ジ ン か ら の 排 気 ガ ス は 、 エ ン ジ ン 排 気 口 に 連 結 し た エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ を 介 し 車 体 下
側 方 に 車 体 と 略 並 行 に 配 置 さ れ た 筒 状 マ フ ラ ３ に 導 か れ る 。 そ し て こ の 筒 状 マ フ ラ ３ 内 で
排 気 音 が 消 音 さ れ 後 部 か ら 大 気 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】 図 ２ は 本 発 明 の 請 求 項 １ を 表 す 第 一 実 施 例 を 示 す も の で 、 筒 状 マ フ ラ ３ の 内
部 を 上 流 か ら 下 流 の 前 後 方 向 に 複 数 の 室 に 仕 切 る 適 宜 間 隔 を 置 い て 固 定 さ れ た 複 数 の 隔 壁
４ 、 ５ と 、 こ れ ら 各 隔 壁 ４ 、 ５ と で 仕 切 ら れ た 各 室 を 順 次 連 通 さ せ た そ れ ぞ れ の 挿 入 管 ６
， ７ を 装 着 し て い る 。 尚 、 筒 状 マ フ ラ ３ の 内 部 に は 通 常 グ ラ ス ウ ー ル 等 の 断 熱 材 が 備 え ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】 本 発 明 は 、 そ れ ぞ れ の 隔 壁 ４ ， ５ に 固 定 し た そ れ ぞ れ の 挿 入 管 ６ 、 ７ と そ の
上 流 の エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ と を 次 の 関 連 を も っ て 構 成 し た も の で あ る 。 即 ち 上 流 側 挿 入
管 ６ の 後 端 １ ４ の 横 断 面 積 を 下 流 側 挿 入 管 ７ の 前 端 １ ２ の 横 断 面 積 よ り 大 き く 設 定 し 、 且
つ 上 流 側 挿 入 管 ６ 後 端 １ ４ の 投 影 断 面 積 と 下 流 側 挿 入 管 ７ の 前 端 １ ２ の 投 影 断 面 積 と を 投
影 断 面 に お い て 一 部 を オ ー バ ー ラ ッ プ １ ５ さ せ （ 図 ４ （ ａ ） 参 照 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 率 １ ０
％ か ら ４ ０ ％ ） 、 更 に エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ の マ フ ラ と の 接 続 部 １ ６ の 横 断 面 積 を 上 流 側
挿 入 管 ６ の 前 端 １ ７ の 横 断 面 積 よ り 大 き く 設 定 し 、 且 つ エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ の マ フ ラ と
の 接 続 部 １ ６ の 投 影 断 面 積 と 上 流 側 挿 入 管 ６ の 前 端 １ ７ の 投 影 断 面 積 を 投 影 断 面 に お い て
一 部 を オ ー バ ー ラ ッ プ １ ８ さ せ た （ 図 ４ （ ｂ ） 参 照 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 率 １ ０ ％ か ら ４ ０ ％
） も の で あ る 。 即 ち 各 挿 入 管 ６ ， ７ と エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ の 断 面 積 の 大 き さ は 、 マ フ ラ
と の 接 続 部 １ ６ ＞ 挿 入 管 ６ の 前 端 １ ７ ＞ 挿 入 管 ７ の 前 端 １ ２ の 如 く 下 流 に 行 く に 従 い 小 さ
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く な る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】 本 発 明 は 又 、 最 後 部 の 隔 壁 ５ を 横 断 す る 状 態 で 固 定 し た 管 状 の 挿 入 管 ７ の 軸
心 を 、 車 両 平 面 視 に お い て 車 体 中 心 線 １ ０ に 対 し て 後 方 内 側 （ 車 体 中 心 側 ） に 少 し の 角 度
α （ 具 体 的 に は 略 ３ 度 か ら １ ０ 度 の 範 囲 ） で 傾 斜 さ せ て 固 定 し 、 更 に そ の 挿 入 管 ７ の 大 気
開 放 後 端 １ １ の 横 断 面 積 を 前 端 １ ２ の 横 断 面 積 よ り 大 き く な る よ う に 末 広 が り 状 に 形 成 し
、 且 つ そ の 挿 入 管 ７ の 一 部 、 例 え ば 挿 入 管 ７ の 後 方 径 大 部 ７ １ と 前 方 径 細 部 ７ ２ に そ れ ぞ
れ 低 周 波 域 の 消 音 に 効 果 の あ る 共 鳴 構 造 と し て の 管 壁 を 貫 通 す る 複 数 の 小 さ な 穴 １ ３ １ 、
１ ３ ２ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】 本 発 明 は 又 、 上 記 マ フ ラ 構 造 に お い て 、 最 後 部 の 隔 壁 ５ 後 面 部 よ り も 後 方 下
流 に 向 け て マ フ ラ 筒 を 延 長 さ せ た 延 長 部 ８ を 設 け 、 こ の 延 長 部 ８ と 最 後 部 の 隔 壁 ５ 後 面 部
と の 間 に 大 気 開 放 の 空 間 部 ９ を 形 成 す る 。 尚 こ の 延 長 部 ８ の 後 端 面 の 形 状 は 図 ２ に 示 す 如
く 車 両 平 面 視 側 方 前 広 が り 傾 斜 面 形 状 （ 角 度 θ ＝ 略 ４ ５ 度 ） と す る が 図 ５ に 示 す 如 く 車 両
平 面 視 進 行 方 向 と 直 角 な 面 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】 本 発 明 は 、 又 前 記 上 流 挿 入 管 ６ と 下 流 挿 入 管 ７ の そ れ ぞ れ の 軸 心 を 、 車 両 平
面 視 に お い て 車 体 中 心 線 １ ０ に 対 し て 後 方 内 側 （ 車 体 中 心 側 ） に 少 し の 角 度 α （ 略 ３ 度 か
ら １ ０ 度 の 範 囲 ） 、 β （ 略 ３ 度 か ら １ ０ 度 の 範 囲 ） で そ れ ぞ れ 傾 斜 さ せ て 固 定 し て 構 成 し
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】 尚 、 上 流 挿 入 管 ６ と 下 流 挿 入 管 ７ は 図 ３ に 見 ら れ る よ う に 垂 直 断 面 図 示 で は
そ の 軸 心 が そ れ ぞ れ 水 平 面 上 に あ る が こ れ を そ れ ぞ れ 前 方 上 が り 傾 斜 又 は 後 方 上 が り 傾 斜
で も よ い 。 即 ち 挿 入 管 ６ ， ７ は 水 平 面 上 で は 車 体 中 心 側 に そ れ ぞ れ 傾 斜 し て い る が 鉛 直 線
上 で は 水 平 で も 前 後 に 傾 い て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】 更 に 又 本 発 明 の 実 施 例 は ２ つ の 隔 壁 と ２ つ の 挿 入 管 を 備 え た マ フ ラ 構 造 と し
た が 、 本 発 明 の 思 想 を 持 っ た ３ つ 以 上 の 隔 壁 と 挿 入 管 を 備 え て も い い こ と は 明 ら か で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】 上 記 構 成 の 作 用 を 説 明 す る と 、 エ ン ジ ン か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス は 、 基 本 的
に は エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ か ら マ フ ラ ３ に 入 り 各 隔 壁 ４ ， ５ で 仕 切 ら れ た 室 を 挿 入 管 ６ ，
７ を 介 し て 拡 散 膨 張 干 渉 作 用 を し て 音 圧 レ ベ ル を 下 げ て 消 音 さ れ た 後 、 大 気 に 放 出 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】 そ し て 本 発 明 は 、 エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ と 上 流 挿 入 管 ６ と 下 流 挿 入 管 ７ と を
投 影 断 面 で そ れ ぞ れ オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ る と と も に 排 気 ガ ス の 流 れ の 一 部 を 直 線 的 に 後 方
に 流 す こ と に よ っ て エ ン ジ ン 爆 発 の 鼓 動 を い ろ い ろ 変 化 さ せ る 事 が で き た 。 即 ち オ ー バ ー
ラ ッ プ 率 が 大 変 重 要 な 要 素 と な り 種 々 実 験 の 結 果 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 率 が １ ０ ％ 以 下 で は エ
ン ジ ン 爆 発 の 鼓 動 が 聴 覚 的 に 劣 り 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 率 が ４ ０ ％ 以 上 で は 充 分 な 鼓 動 が 感 じ
ら れ る が 音 圧 が 高 く 騒 音 規 制 値 の 対 処 に 困 難 が 伴 う 。 結 局 排 気 鼓 動 音 と し て 規 制 値 を も ク
リ ア し て 聴 覚 的 に も 「 心 地 よ い 、 い い 音 」 を 両 立 さ せ る に は 上 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 率 は １ ０
％ ～ ４ ０ ％ が 最 適 で あ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】 更 に 本 発 明 は 、 各 挿 入 管 ６ ， ７ と エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ ２ の 断 面 積 の 大 き さ を
マ フ ラ と の 接 続 部 １ ６ ＞ 挿 入 管 ６ の 前 端 １ ７ ＞ 挿 入 管 ７ の 前 端 １ ２ の 如 く 下 流 に 行 く に 従
い 小 さ く な る よ う に 構 成 し た の で 音 圧 を 少 し ず つ 低 下 さ せ 排 気 抵 抗 を 減 じ て い る の で エ ン
ジ ン 鼓 動 の 減 衰 を 押 さ え 高 い 音 圧 レ ベ ル を 低 下 さ せ る 事 が 出 来 た 。
【 ０ ０ ２ １ 】 更 に 又 本 発 明 は 、 最 後 部 の 挿 入 管 ７ の 軸 心 を 、 車 体 中 心 線 １ ０ に 対 し て 後 方
内 側 に 少 し の 角 度 α で 傾 斜 さ せ 、 更 に そ の 挿 入 管 ７ の 大 気 開 放 後 端 １ １ の 横 断 面 積 を 前 端
１ ２ の 横 断 面 積 よ り 大 き く な る よ う に 末 広 が り 状 に 形 成 し 、 且 つ そ の 挿 入 管 ７ に そ れ ぞ れ
低 周 波 域 の 消 音 に 効 果 の あ る 共 鳴 構 造 と し て の 管 壁 を 貫 通 す る 複 数 の 小 さ な 穴 １ ３ １ 、 １
３ ２ を 設 け る と と も に 、 マ フ ラ 筒 を 延 長 さ せ た 延 長 部 ８ 内 側 に 大 気 開 放 の 空 間 部 ９ を 形 成
し た の で 、 排 気 ガ ス が マ フ ラ 内 か ら 大 気 に 開 放 さ れ る 時 に 上 記 空 間 が 変 性 可 能 な 空 間 と し
て 利 用 さ れ る た め 、 音 質 を よ り 「 心 地 よ い 、 い い 音 」 と す る こ と が 出 来 た 。 尚 、 穴 １ ３ １
、 １ ３ ２ は 減 衰 さ せ た い 周 波 数 、 音 圧 に よ っ て 穴 の 大 き さ 数 、 位 置 は 適 宜 変 更 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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【 発 明 の 効 果 】 本 発 明 の 自 動 二 輪 車 用 エ ン ジ ン の マ フ ラ 構 造 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン 性 能 を 低
下 さ せ る こ と な く 、 し か も 排 気 騒 音 規 制 値 を 満 足 さ せ 且 つ 人 間 の 聴 覚 に 心 地 よ い あ る い は
「 心 地 よ い 、 い い 音 」 と し て の 排 気 鼓 動 音 を 作 り 出 す マ フ ラ 構 造 を 得 た も の で し か も 価 格
の 廉 価 な 筒 状 マ フ ラ を 備 え た 自 動 二 輪 車 に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の マ フ ラ 構 造 を 備 え た 自 動 二 輪 車 の 全 体 概 略 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 表 す も の で 車 両 平 面 視 に お け る 要 部 水 平 縦 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 線 垂 直 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 要 部 概 略 投 影 図 で 、 （ ａ ） は 挿 入 管 同 士 の 横 断 面 概 略 投 影 図 を 表 し 、 （
ｂ ） は 挿 入 管 と エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ の 横 断 面 概 略 投 影 図 を 表 す 。
【 図 ５ 】 他 の 変 形 例 を 表 す 要 部 水 平 縦 断 面 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ． 　 エ キ ゾ ー ス ト パ イ プ
３ ． 　 筒 状 マ フ ラ
４ ． 　 隔 壁 （ 上 流 側 ）
５ ． 　 隔 壁 （ 下 流 側 ）
６ ． 　 挿 入 管 （ 上 流 側 ）
７ ． 　 挿 入 管 （ 下 流 側 ）
８ ． 　 延 長 部
９ ． 　 空 間
１ ０ ． 車 両 平 面 視 に お け る 車 体 中 心 線
１ １ ． 後 端
１ ２ ． 前 端
１ ３ １ ． 穴
１ ４ ． 後 端
１ ５ ． オ ー バ ー ラ ッ プ 部
１ ６ ． 接 続 部
１ ７ ． 前 端
１ ８ ． オ ー バ ー ラ ッ プ 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(6) JP 2004-340118 A 2004.12.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

